
 

≪５年生 野外宿泊学習≫ 
５年生は１０月１２日（木）～１３日（金）に秋ら

しいさわやかな天候のもと、秦野市の表丹沢野外活動

センターで野外宿泊学習を実施しました。学年目標で

もある５年生のアイ言葉「あいさつ礼儀、アイデア＆

アクション、思い合い」を意識して行動することがめ

あてでした。施設の方々への気持ちの良いあいさつ、

実行委員を中心に進められる集いやキャンドルファイ

ヤーでの主体的な行動はこのめあてに沿ったものでし

た。中でも相手を思いやる「思い合い」が様々な場面

で見られました。カレー作りでは自分

の役割だけでなく手が足りないところ

を自主的に手伝っている姿、少し調子

の悪い子がいると荷物を持ってあげる

姿など、子どもたちの心の成長が感じ

られました。いつもより少し大変で

も、少し不便でも、少し苦労してもみ

んなと一緒だから乗り越えられる、そ

のようなことを体験できたのではない

かと思います。また、キャンドルファ

イヤーで幻想的に揺らめくキャンドル

を中心にして、５年生全員での大合唱

は心に残る思い出になったことでしょ

う。このような経験が子どもたちの心

をゆたかに耕していきます。 
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≪１、２年生 生活科での交流≫ 
９月２９日（金）１年生と２年生の交流会がありました。２

年生は生活科で、風の力やゴムの力、坂道を転がる力などを

利用して動くおもちゃ作りをします。そして自分で楽しむだ

けでなく、１年生を招待することになりました。１年生に楽

しんでもらうためにゲームにしていくつかのブースを作り、

クラス全体をテーマパークのようにしました。２年生のこれ

までの準備の様子を見ていると、１年生が楽しめるようにど

のようなゲームにするのか、どのようにゲームの説明をすれ

ばわかりやすいのか、１年生が喜ぶプレゼントはどのような

ものかなど、様々なことを話し合いながら準備をしていまし

た。ただ楽しいゲームを作ろうではなく、１年生が楽しめる

ゲームを作ろうというように、相手意識をはっきりともつこ

とによって子どもたちの活動意欲は増していきます。２年生

は当日の運営でも、事前に用意していた説明をその場でわか

りやすく変更したり、ゲームを待っている１年生が気持ちよ

く待てるように椅子を増やしたりと、１年生を思いやり、よ

く気が付き、意欲的に行動していました。交流会が終わった

後、２年生が教室に戻る１年生に「さようなら～、またね～」としばらく手を振っている

姿がほほえましかったです。そんなお姉さん、お兄さんの２年生の姿を見て、今の１年生

は来年の新１年生を優しく迎えてくれるのでしょう。 

 

≪にこにこふれあい集会≫ 
渋沢小学校では、「異学年の児童とふれあい、学年を超えた友だ

ちをつくれるようにする」というめあてのもと、にこにこふれあ

い集会という学年交流行事を行っています。今年度は久しぶりの

実施です。６年生と１年生は１０月３日（火）、４年生と２年生は

１０月１７日（火）に行い、５年生と３年生は１０月２５日

（水）に予定しています。集会の進め方は、各クラス２名ずつ実

行委員を決めて、学校全体での実行委員会で話し合い、クラス実

行委員はそこで決まったことなどをクラスで説明したり、当日の

司会運営を行います。集会当日は６年生と１年生のグループでも

１年生がルール説明や終わりの言葉などを担当して、はっきりと

自信をもってみんなの前で話すことができていました。先生や上

級生に頼るだけでなく、自分たちで進めていくという経験が大切

です。また、クラスや学年を超えて異学年とふれあうことがこの

集会のめあてで、このような活動が学校という集団で学ぶ場の魅

力だと考えています。 

今年度４月の学校だよりでもふれ

ましたが、「ともに生活し、ともに

遊び、ともに学ぶ」、その良さを子

どもたちが感じられるような取り組

みを大切にしていきたいです。 


